
フォーラム富山「創薬」 
 

「認知症－日常診療の実際」 

田中耕太郎 （富山大学附属病院 神経内科教授） 

 
 全国的に人口の高齢化が進んでいるが、富山県では 65歳以上の高齢者の総人
口に対する割合は全国平均よりも高く、2005年には 22.4%に達している。さら
に、下図に示すとおり、本県では 65歳以上の高齢者における、認知症（痴呆）
を呈する方の数は、年々上昇しており、2001年には女性は約 10%、男性は約 7%
に達し、富山県全体では約 2万人となっている。 
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富山県における認知症（痴呆）を呈する高齢者の推移
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本県で認知症を呈する 65歳以上の方の原因疾患の内訳は、2001年では女性の

53%、男性の 43%をアルツハイマー病が占め、その次に、脳血管性痴呆が女性の
27%、男性の 41%を占めていたが、年齢が高くなるに従って、アルツハイマー病
の占める割合が高くなる傾向にあった。全国的にも近年、認知症の原因疾患の

中で、アルツハイマー病の割合が増加している。 
認知症の原因疾患には、上記の二つの疾患以外に、適確に治療されれば認知

症の回復が可能な慢性硬膜下血腫、脳炎、脳腫瘍、正常圧水頭症、各種ビタミ

ン欠乏症、甲状腺機能低下症など、種々の疾患が含まれるので、認知機能低下

の早期発見と原因疾患の鑑別診断が重要である。認知機能低下の早期検出のた

めに神経心理学的スクリーニング検査を行い、その結果に応じて、各種血液検

査、脳波検査、頭部MRI、脳血流検査（SPECT）が行われる。最近、アルツハ
イマー病の早期診断に、SPECTによる脳血流低下パターンの検出が有用である
とされている。富山市では医師会が主体となって６５歳以上の方を対象に物忘

れ検診が今年から行われている。 
認知症は、記憶障害、判断力障害などの中核症状と、せん妄、幻覚、妄想な



どの周辺症状を呈し、その各々に対する治療が必要である。アルツハイマー病

の中核症状に対する治療として現在我が国では、認知機能低下にマイネルト核

などから大脳皮質に投射するアセチルコリン作動神経系の機能低下が関与して

いることから、コリンエステラーゼ阻害薬（塩酸ドネペジル）が用いられてい

る。しかし本薬剤は、アルツハイマー病における多系統の神経伝達物質異常の

中でアセチルコリンだけを補充するものであり、病因自体に対する根本的治療

でもないため、その治療効果には限界がある。下図のように、塩酸ドネペジル

は認知機能障害の進行を約１年前後、遅らせるに過ぎない。新しい治療の開発

が臨床現場からは切望されている。 
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(Rogers SL, Friedhoff LT: Eur Neuropsycho 1998;8:67-75)
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